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実験 l 正常歯歯冠色の分析:被験者として着色のない健全歯を有する大阪大学歯学部学生 20名(女子 20 名， 19-
20歳，平均年令 20歳)を用いた。被験歯は，上顎左側中切歯，側切歯，犬歯とした。側色部位は，各被験歯の唇面切端
部 1/3 ，中央部 1/3，歯頚部 1/3 の各々近遠心的中央部とした。担IJ色には OFC -L 80 Color Measuring System 
を用い，表色系は CIE 1976 (L へ a*，げ)均等知覚色空間とした。
実験2 変色歯歯冠の分析:被験者として前歯部変色を主訴に大阪大学歯学部附属病院第一補綴科を来院した患者20
円。A佐円。




実験 4 マスキングポーセレンの色調特性の分析:実験材料として， 3種のラミネートベニアシステムに含まれるマス
キングポーセレンを用い，各材料を直径 10mm の円柱状に築盛，焼成した後， 0.2 ・ 0.4・ 0.6 ・ 0.8 ・1. 0 ・ 2.0 ・
3.0mm の 7段階の厚みに切断し試料とした。実験方法として，実験材料の透過光の測色および標準白色板とレジン試
料を背景とした場合の反射光の測色を行った。なお，透過光の測色には MMP-~ 80 Color Measuring System を，











4. マスキングポーセレンの色調特性において，背景色の影響は厚みが 1.0mm 以上になるとほとんどなくなり，それ
自身の色調の影響が強くなった。また，変色歯形成後の歯冠色を背景として， 0.lmm-0.2mm の厚みのマスキン
グポーセレンを用いると，赤みは正常歯歯冠色に近いが，明るさと黄みは正常歯歯冠色の値を上まわっていた。
以上の結果より，正常歯，変色歯および変色歯形成後の歯冠色，さらにマスキングポーセレンの色調特性が明らかと
なり，変色歯に対するラミネートベニア補綴における色調回復の指針が示された。
論文審査の結果の要旨
本研究は，変色歯に対するラミネートベニア補綴における色調を明らかにすることを目的として，正常歯，変色歯お
よび変色歯形成後の歯冠色を把握し，さらにマスキングポーセレン(オペークポーセレンとは遮蔽性の異なる専用のポー
セレン)の色調特性を検討したものである。
その結果，正常歯，変色歯，および変色歯形成後の各歯冠色および各歯冠色間での色調の色調の差が明らかにされた。
さらに，マスキングポーセレンの変色歯支台歯色調に対する遮蔽効果も明らかにされた。
この業績は，変色歯に対するラミネートベニア補綴における色調を明らかにしたものであり，審美的に優れた歯冠修
復を行う上で，極めて重要な色彩学的指針を与えたものであり，博士(歯学)の学位請求に十分値するものと認める。
組? ?
